
  

   

 

木下交流の杜歴史資料センターとは？ 

 

木下交流の杜歴史資料センターは、市史編さんを主な業務とし、市民の共有財産であ

る歴史資料の収集や保存、活用を行っている施設です。また、その歴史資料の活用を

図るため、市史刊行に加えて、展示・講座等を開催しています。収蔵されている資料

は、かつて印西に暮らしていた人々の歴史や痕跡を見ることができます。ここでは、

過去に発行された市史刊行物や収蔵されている歴史資料などから印西の歴史をご紹介

します。

 

～木下交流の杜と印旛高校～ 

 

現在、木下地区にある木下交流の

杜は、広場やコスモスフットサルパ

ーク、木下交流の杜歴史資料センタ

ーなどがあり、市民の憩いの場とな

っています。 

かつてこの地には県立印旛高等学

校がありました。印旛高校は、明治

３４年(１９０１)５月９日、現在の

木下地区上町にあった元木下小学校

校舎を利用し、木下町・大杜村・永

治村・船穂村・布鎌村（現栄町）・本

郷村・埜原村の１町６村による組合

立印西農学校として設置されたこと

に始まります。組合立学校とは、い

くつかの周辺町村が資金を負担して

共同で運営される学校のことです。

このような農学校が出来た背景には、

この頃は産業のめざましい発展で、

産業の従事者が諸種の技能を身につ

けるための学校整備が進められたこ

となどによります。  

設置当時の本科生徒の入学資格は

１２歳以上、高等小学校２年生の課 

程を修了したこと、もしくは同等の 

 

学力を有する男子と定められました。

また、本科とは別に設けられた別科

は、その季節に必要な学科を課程や

時間を定めずに受ける生徒が入学で

き、入学資格は１４歳以上、高等小

学校卒業後農業に従事している男子

とされました。 

同時期に女子の学校として、同じ

く１町６村による組合立印西女子工

業補習学校も設置されました。場所

は現在の大森地区西埜原で、昭和５

１年（１９７６）まで印西町役場が

置かれていた場所にありました。入

学資格は、尋常小学校を卒業した女

子、または尋常小学校を卒業してい

なくても学齢を過ぎた女子で相当の

学力を有する者とされました。ここ

でも、全学科を同時に学習する本科

と、本科の中から１科または数科を

学習する選科がありました。翌年に

は組合立印西女子染色学校、その後

は大正８年（１９１９）には印西女

子実業学校、大正１２年には千葉県

印西実科女学校と改称します。 

第１号 



本年６月に発行した『印西市史 

資料編 近現代１』には、明治４１

年当時の印西農学校と印西女子染織

学校の生徒数や出身地、生産物など

がわかる資料や生徒募集書、入学の

栞
しおり

など、当時の生徒が受けていた授

業科目がわかる資料を収録していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収録された資料をみると、明治４

１年度の在籍生徒数は５０名、出身

の内訳は、１町６村内出身者１７名、

他は近隣町村から来ている者で構成

されており、遠くは山武郡から来て

いる者もいました。また、上記左資

料に記載されている印西農学校の目

的には次のように記載されています。

「農業養蚕及畜産ニ関スル学理ト技

術トヲ授ケ、斯業上実務ニ堪フルモ

ノヲ養成スルアリ（中略）初メハ多

ク普通学ヲ教ヘテ計算文筆ニ習熟セ

シメ且ツ農学ヲ理解スル基礎ヲ作リ、

漸ク進ミテ多ク実業学科ヲ課シ（以

下略）」 

最初は普通教科を受けて農業を理

解する基礎づくりをし、のちに実習

教科を受けて実務を学んでいたこと

がわかります。１年目には国語や数

学、理科、地理歴史などの普通教科

に、作物、実習がありました。２年

目になると、土壌肥料や養畜科目が

増えました。また実習では、繭
まゆ

や大

麦、玄米、キュウリなどの野菜類の

ほか、豚や鶏も育てていました。 

その後、印西農学校は大正７年（１

９１８）に木下交流の杜の場所に移

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和５年（１９３０）には両校は

合併し、千葉県立印旛実業学校とな

りましたが、戦後、学制大改革によ

り県立印旛高等学校として新たに発

足し、昭和３８年には統合校舎が建

てられました。 

多くの生徒を輩出した印旛高校は

平成２２年に千葉ニュータウン草深

地区に移転し、印旛明誠高校と名称

を変え、多くの学生の学び舎となっ

ています。 

大正７年から平成２２年まで現木

下交流の杜にあった印旛高校の面影

は、一見するとないように見えます。

しかし、当時トレーニング室として

使われていた建物が、現在木下交流

の杜歴史資料センターとして改修さ

れ、高校の名残を伝えています。

 

 印西市立木下交流の杜歴史資料センター 
〒270-1326 印西市木下 1489 番地 1          TEL：0476-40-3500  FAX：0476-40-3501 

E-mail：rekicenter@city.inzai.chiba.jp            https://www.city.inzai.lg.jp/0000005283.html 

 【左】実業学校ニ関スル取調書〔印西農学校
及印西女子染織学校 明治 42 年（1909） 

【右】生徒募集書〔印旛郡立印西農学校〕 

武藤家所蔵 大正 9 年（1920） 

 

 

  

 

〔絵葉書 千葉県立印西農学校正門〕 
大正末期～昭和初期カ 
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